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キン族から見た明郷（ミンフオン）の特徴
―隣接村地霊における宗教儀礼の比較より
末　成　道　男
Characteristics of Minh Hương Viewed from Kinh Ethnic Group: 
A Comparison with Religious Rites in the Neighboring Village, Địa Linh
SUENARI Michio
　本論は、350年前ベトナム中部に到着した華南の移民集団明郷がホストであるベトナ
ム社会構造に合わせ、如何に独自の形で同化しているかを、隣接キン族村の地霊にお
いて観察した年頭祈安儀礼忌祭を比較することで明らかにしたものである。
キーワード：中国移民、華人、明郷、村の宗教センター、
ソム（村内の地域区分単位、日本の組に相当）単位の儀礼
0 ．はじめに
0.1　明郷研究の意義
　明
ミンフオン
郷は、祖先が中華系でありながら、キン族社会への同化を選んだ社会集団として、中華系アイデン
ティティを保持し続けている華人集団との対比において、その特徴を確かめることは、華僑、華人研究
のみならず、キン族自体の研究にも意味のあることである。
　ただし、小生の定点観測拠点である清福に比べ、地霊はその調査の往き帰りに、偶々機会があった時
に寄るといった、外からの調査であるので、参与観察とはいえ表相的な観察に留まり、コミュニティ全
体の脈略への位置づけを欠いた断片的観察に留まるが、明郷と直接接して生活しているだけに、同様の
条件下での比較という利点をもっている。
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0.2　先行研究で明らかにされた明郷天后宮の特徴
　先回キン族村清
タインフオック
福との比較した発表内容1）の論点を要約すると以下のようになる。
　①　本宮の地域統合機能
　華人会館の媽祖廟と異なり、媽祖すなわち天后の祭祀のほか、キン族における亭と村寺とを併せた役
割を果たしている。
　②　儒教的要素
　祭礼は、ほぼ、儒教式の節次で行われている。祭官たちも儒礼の官服をつけている。先代の住持が黄
色の僧衣をつけ加わることもあったが、儀式司祭者というよりは、漢字に通暁しているところから、疏
文を読み上げる役を果たしていたにすぎない。このような儀礼上の儒教的要素2）は、明郷が中国渡来時
の様式を保存していると解すことも出来るが、ベトナムの祠廟祭祀自体も同様の形式をとっており、こ
れだけではキン化程度を示す指標とはなり難い。むしろ独自の儒教的要素としては、家庭内のしつけや、
時に仏教的要素を区別する点にキン族との対照的特徴が認められる。
 1） 末成2009
 2） ここで、儀礼上の儒的要素とは、宋代の朱子家礼に規定されている儀礼行為の方法、順序などの形式に則り行われ
ることをいう。これらは、宋代になって考案、創始されたというより、春秋、戦国期の『礼記』、『儀礼』などの古
典をもとに編まれたものであるが、行為の内容について具体的に明示されているという点で、このように限定して
おく。
宗教センターとしての村寺
清福村
開耕廟 集会所としての亭
統合中心としての天后宮
明清村
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　③　仏教的要素3）
　天后宮は、一般に寺
チュア
婆
バー
（女神を祀る寺）と呼ばれているが、長老たちは、現在でも仏教寺院とは一線
を画した存在として捉えている4）。
　しかし､媽祖像を祀る正面祭壇前の経机額入りの観音像画が正面に飾られ、上部左右にそれぞれ「渡
普光慈」「白蓮台上如来佛」「紫竹林中観世音」という文字が書かれている。さらにこの一二年に左側の
十二花妃公主祭壇上に白い小観音像が 4体置かれている。こうした目立たない形での仏教要素は、キン
化の進行似合わせ徐々に浸透するものと推測される。
　④　道教的要素
　本宮の祭神は、天后をはじめ、諸神いずれも道教系、あるいはその影響を受けた民間信仰の対象であ
る。天后すなわち、媽祖は、ベトナムでは一般化していない神格であるが故に、却ってそのままの形で
保たれているようである。
　しかし、多くの女性参拝者にとっては、天后の陪神として左の祭壇に祀られている子授け、安産、養
育の守護神女神のほうに、より多くの関心を集めている。例祭の儀礼終了後や、平時においても、女性
信徒が先代住持のもとを訪れ、個人的問題の相談と祈願の依頼をしばしば行っているのを見かけた。
　⑤　民間信仰的要素
　祈安儀礼の後に松明を振り回す魔よけの儀礼は、同じく年初に行われるキン族村落の祈安の祀りでは、
あまり見かけないものである。
　天衣阿那信仰は、清福から当地を経てフエに至るキン族村で盛んで、地域祭祀の中心となっているが、
この女神に対し明郷の人々は、ほとんど関心を示していない。
0.3　参考動画資料
　参考ビデオは、以下の 6片を、発表用に12分にまとめた。
　＃ 1　キン族地域祭祀片　20060315地霊東城邑年頭祈安礼（14分22秒）
　＃ 2　キン族地域祭祀片　20100331地霊女神天依阿那廟祭祀（10分）
　＃ 3　明郷地域祭祀片　20080222明清天后宮年頭礼（20分）
　＃ 4　キン族忌祭片　20100412明清キン族忌祭（ 3分30秒）
　＃ 5　明郷忌祭片　20060207明郷黄安氏母忌祭（20分）
　＃ 6　明郷忌祭片　20080223明郷陳家始祖忌祭（19分）
　以下、地域祭祀と忌祭につき、キン族と明郷を対比させながら、その特徴をさぐり、明郷が、華人系
 3） ここで、儀礼上の仏教的要素とは、儀礼全体の構成が儒教的儀礼ではなく、崇拝対象、信仰内容、経典、唱経、念
仏などの行為形式において仏教起源の特徴が濃厚なものをいう。
 4） これは、2005年の春祭りの際に起きた寄進観音像を本殿から搬出事件に明確に表れている。末成（2009.9）参照。
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から離れ、キン族のそれに近づく過程のうちで、どのような特徴を維持しているかを指摘する。
1 ．地域祭祀
　キン族村落は、亭や村寺などを中心に、コミュニティとしての強固な結合を維持しているが、その内
部に於いても、年 1・ 2回の定期的祭祀を開き、その結合が可視化される。ベトナム中部では、年頭の
祈安儀礼がソム（都市部では、邑などの地域）単位により執り行われている。
1.1　地霊村の聖母祭祀
1.1A　東城邑廟
ミエウ
婆
バー
の聖母祭祀（2006.3.15）
　この廟は、地霊から、明清天后宮へ向かうメインストリートの村境の一角に、孤魂廟と並んで建てら
れ、天依阿那と五行神が祀られている。地霊村では、旧暦二月十六日に各邑の小廟で、聖母、五行神と
土地神に対する邑の年頭祈安礼が行われる。　
　廟内の祭壇と、内庭に設えられた⑴前（机）、⑵中（円卓）、⑶奥
（机）の祭壇には、それぞれ、⑴前壇には、主神への豪華な紙製の帽子
や靴と、ゆでた鶏一匹、おこわ、バナナ大房、花、檳榔などの供え物
と香炉が、奥壇には、ビンロウ、キンマ、チェとバナナ、また中間の
卓には調理され味付けした肉や野菜、飯の碗や皿が並でいる。
　儀礼は、主礼、左右陪礼、左右執事、東唱、西唱などの祭官により、
洗手、燃香、献酒、献茶、献檳榔、読疏文、焼疏文、焼冥具、それぞ
れ節次の間に、立跪座伏復を数回繰り返す拝礼をはさみ、小一時間かけて完了する。主礼による一連の
儀式がおわると、その他の祭官、長老、一般の村民数名が、拝礼を行い、徹床、受禄の宴会に移る。
　ここで顕著なのは、タイクン、僧侶などの儀礼専門家の介在無しに、儒礼のみにより行われることで
ある。読まれる疏文も書体は稚拙ながら、現在めずらしく漢字のみで記されていて、本邑の漢学レベル
の高さを示している。また、この邑では、次の南和邑とは異なり、孤魂祭祀を付祭していない。
　この東城邑の行事に続く形で、南和邑で、供土儀礼と天依阿那廟の聖母、五行神祭祀が行われる。
1.1B　南和邑の供土儀礼（2010.3.31）
　午前 9時頃　廟の向かいの空き地にテントを張り、受付と方形の 2
祭壇を南北にその中間に 2卓を並べ、黄衣をまとった有髪の僧形の専
門家（フエ市の新開市街地居住）が誦経、礼拝などを取り仕切ってい
る。この儀礼は、フエ郊外のキン族農村で旧正月以降行われるソムの
供
クンダット
土儀礼に相当するもので、 3つの壇がしつらえられる。上壇には、
この地域を管轄し、部下の諸神、諸霊を監督、統率する神への豪華な
紙製の帽子や靴と、豚の頭、内臓などをゆでたもの、おこわ、バナナ
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の大房、花、檳榔などの供え物と香炉、花瓶、酒杯、茶杯が、ついで
一段低くなった中間の卓には調理され味付けした肉や野菜、飯の碗や
皿のほか、部下への紙製の簡素な冥衣や粥などの供え物が並べられて
いる。上段と同じ高さの下壇には、香炉、両脇に燭台、花瓶とバナナ
の房を盛った皿、
　檳榔とキンマの皿、酒杯、茶杯が置かれている。儀礼が終わると、
疏文を燃やした後、冥具や冥銭を取り下げ燃やす。供え物を徹床する
前に少しずつ取り、バナナの葉で作ったつとに入れて、近くの木あるいは杭に吊り下げておく。これは、
この儀礼に間に合わなかった遠方の餓鬼のために供えるものである。
1.1C　南和邑の聖母祭祀儀礼（2010.3.31）
　午前 9時半頃から、廟内で正規の儒礼による祭祀が行われる。疏文
には、主神天依阿那神ほか、五行女神、 2上将軍、江山水土列位、當
境城隍神、白馬神、今年行遣太歳神、五方土公、本土開耕神の名が祭
祀の享神として記されている。外での供土祭祀を取り仕切っていたタ
イクンと漢字に詳しい50代の儀礼専門家が、式の進行役東唱、西唱を
勤め、楽隊の伴奏を背景に、正礼、左右の外献官と内献官 7人が正装
をまとい、時には周囲から進行を教えてもらいながら、粛々と30分余
りの儀式をやりとげる。疏文は、タイクンが国語のルビ抜きの漢文をすらすらと読み上げる。小規模で
はあり、仕草など行き届かない点もあるが、基本的には、祠堂や亭などで行われる大規模の正礼と同様
の組み立てで行われている。
　同じ聖母の名称であっても、天依阿那というチャンパ由来の女神と天后宮の媽祖では、異なる主神で
あり、ソムという地域単位と明郷という範囲の差異もあって、中身の差異はあるが、地域神祭祀という
枠組みでの比較は意味をもっている。
1.2　天后宮の年頭祈安礼（2008.02.22）
　明郷の地域祭祀として、天后宮郷会堂、城隍廟、天后宮正殿の三段に分けて行われる。
1.2.1　天后宮内郷会堂での礼
　南向きに三祭壇をしつらえ、前住持弟子のタイクンが主宰し、供土儀
礼が行われる5）。
窓際（南）上段：冥具の冠、帽子大 3組、バナナ大房、疏文、香炉、花
 5） 郷会堂正面の党スローガン　正面上「ベトナム社会主義共和国、新年おめでとう。」左「香栄社人民委員会」;右「明
清村が、罪犯品（麻薬）撲滅、弊難Ha～会？」
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瓶対；中段の円卓に調理した食物、大量の冥衣（粗）；下段に酒杯（グラス小）対、バナナ大房、疏文、
香炉、花瓶対、燭台対、木魚、擂り鉦および卓の正面及び側面に “人形（画）”、壇の下に竹とバナナの
幹、葉で作った50cmくらいの小筏舟が置かれている。
　儀礼は、主礼とタイクン、その手伝いによって進められ、東唱西唱の係りは居ない。燃香、献酒、献
茶、献檳榔、読疏文、焼疏文、焼冥具、それぞれ節次の間に、立跪座伏復を数回繰り返す拝礼をはさみ、
主礼による一連の儀式がおわる。各個人、個人の拝礼が続く。
　疏文を焼き、冥具、冥銭を取り下げ、焼炉で燃やす。並んだ各料理の皿から、少しづつ取り分け、紙
で覆い包み小舟に入れ、一人が河に持っていって流す。
　黄衣のタイクンが、線香をあげ、礼拝。松明を捧げて礼拝。点火。地面に字をえがくようにして、振
り回し、場内を浄化。その間、銅鑼を叩く。庭に出て、後を見ず肩越しに外に投げ捨てる。並んだ皿を
取り下げ調理にまわす
1.2.2　城隍神への年頭礼
　郷会堂での儀礼終了後、主な幹部が徒歩で300m南の城隍廟に行く。廟内は狭く、供え物を並べる主神
と 2位の陪神像手前の壇には、豚の頭と檳榔が供える。このほか、入り口両脇に門神のレリーフがあり
その前の祭壇にも、香炉と檳榔、肉の皿が並べられている。黄衣のタイクンが、手に数珠を持ち、線香
を青衣の主礼に渡す。上香、拝礼、献酒、拝礼、献酒、拝礼、読疏文6）、献酒が行われる。タイクン、主
祭のほか白衣の者が内で、点香や献酒を手伝い、外では、正衣をつけた 3名と供え物運搬の青年が進行
 6） この廟の祭神は、本土城隍神一位に捧げられており、城隍神廟では珍しく文字でなく神像が供えられている。
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を見守る。儀式中、東唱、西唱のかけ声はタイクンが兼ねて行う。
　室内で疏文を焼き。続いて、宮での主礼が拝礼をし、タイクンが会
釈礼して、撤床、宮に戻る。
1.2.3　天后宮本殿での年頭礼
　行事の開始を内外に知らせる銅鑼に続いて、太鼓、銅鑼交互に叩き
ならす。この間、先賢堂で係りの者が線香を供える。
　正殿での儀礼は、タイクンが先ず太鼓を叩き、ついで主壇の前で経
を読唱し、疏文を読み上げるが、その間、主礼は、線香を捧げ持ち、
跪いている。タイクンによる読経（ 3種類の異なるリズム）が暫く続
く。この部分は、他の 2つの儀礼が儒式で行われているのに対し、仏
式の要素が濃厚である。
　疏文7）を読み、鉦鉢の内で燃やす。個人の礼拝が続く。受禄の宴会
が開かれる。
　正月に亡くなった和尚葬礼中の庫裡とは、水色のカーテンで完全に仕切られている。
1.3　地霊村キン族と明郷における年頭祈安儀礼に認められる特徴
共通点
　①　地域の人々による祈安である。
　②　タイクンの参与により、多分に仏教的要素の入った地域祭祀儀礼である。　
相違点
　①　明郷天后宮内部の左棟で実施。右棟の先賢堂で儀礼は行われないものの、祭壇の香炉に線香を挿
してあり、左棟あるいは正殿の祭祀に参加した個人が随意に拝礼する。約300m離れたところにある城隍
神廟および中央の正殿での天后への年頭礼とセットになっている。すなわち、キン族では、開耕祖、亭
の神明、ソムなどの地域神が別々の日に祀られるのに対し、明郷天后宮内で、共に行われる。すなわち、
本宮が、中華伝来の神明である祭祀を中心として、華人の集合する華人会館的要素を持つだけでなく、
キン族村における開拓祖、集会所としての亭の機能、村落内地域であるソム結合の祭祀儀礼の場を持っ
ていることが、年頭儀礼に於いても明確に認められる。
　②　終了後、供え物を小舟で流す。これは、キン族では、葉で作ったつとに入れて、木に吊り下げて
おくのに相当する。
　③　祈安礼の終了時に、松明を振り回しての浄化儀礼を伴う8）。
 7） 疏文によると、この儀礼は、佛聖、三宝に続いて、主神の天后聖母、三胎聖母、五位聖妃、十二位花妃公主、文昌
帝君、福徳正神に捧げられている。
 8） この儀礼は、先代住持および、その逝去直後の年頭礼において弟子のタイクンによる儀礼では派手に行われたが、そ
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　④　地霊村キン族では、五行女神を天依阿那女神と共に、邑の管理する小祠で年頭祈安祭祀を行い邑
の結合をいるのに対し、明清村明郷では、霊光廟で五行神のみを祀っており、年頭祈安ではなく 6月10
日に役員のみで祀っている。これは、明郷がキン族のような村の下部地域単位であるソム（邑）という
組織を持っていないことを反映していると考えられる。明清村の年頭祈安儀礼が、村単位の城隍神祠で
行われ、キン族のソム単位にある五行女神を祀る霊光廟では行われないのは興味深い。
2 　忌祭
　ここでは、参加する機会のあった、明清村のキン族 1事例と明郷 2事例を取り上げる。
2.1　明郷居住のキン族の忌祭（2010.4.12）
　これは、父親の忌祭を家庭祭壇で、タイクンや僧侶あるいは在家居士などの儀礼専門家を招くことな
く行っている例である。
　①　儀礼的専門家を呼ばず、疏文も使用していない。（このような場合でも、疏文を供えることもあ
る。その場合、供え物の上に置いたままで、開いて読み上げることはなく、終了時に燃やす）
　②　個人、個人が正装をして（儒式）拝礼を行っている。
　③　仏教色は殆ど認められない。
　④　孤魂、供土儀礼も簡単ではあるが、併せて行っている。
2.2A　他出明郷の族祠堂における母親の忌祭（2006.2.7）
　①　 3 代位までの近親者の忌祭は、ふつう家庭祭壇で行われるが、
この明郷の場合は、一族がみな明清村を離れており、サイゴンから戻
ってきて、一族の祠堂において個人的祭祀を行った例である。
　②　祠堂において、僧侶を招いて仏教式祭祀が行われている点でも
特異である。ただし、服装、拝礼の仕方は、儒礼が取り入れられてい
る。
　③　参加者が、宴会で 5卓（50人）程度と、外部から帰ってきた者
が開催した場合としては小規模である。これには、開催者の財力というよりは、地元関係者の少なさを
反映していると思われる。
　④　祠堂内に観音像と香炉を置いた祭壇が置かれている。主宰者H氏の寄付の比重が大きく、仏教的
要素取り入れた可能性、この忌祭のために搬入した可能性（きわめて低いが）あり。
　⑤　子女の詩の読み上げ、和尚の説教あり。
　⑥　供え物、精進料理である。
　⑦　供え物では、孤魂祭祀に比重がかかっている。
の子により行われた本年の儀礼では姿を消した。
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2.2B　他出明郷の家庭祭壇における来越始祖の忌祭（2008.2.23）
　①　記録資料に基づく分析
　この明郷の始祖9）は、明朝嘉靖年間商売営生、肇基立業のためベトナムに移住し、清河に到来した。そ
の次子は嘉靖三年（1524）に生まれ、性怜悧で、字跡が修譜当時現存していたとされる。ところが、そ
の次の第三世になると生年が阮朝の嘉隆三年（1803）甲子三月二十四日となっていて、明らかに修譜上
の飛躍が認められる。この250年近いギャップの解釈としては、
A　記述通り、第一世、第二世の離中来越の年代が実であったが、1900年に入っての修譜時には、
すでに以前の記録が失われ、残存資料を基に復元しようとしたため、本来有ったはずの第三世から
新三世の前までの世代が脱落し、新三世をもって第三世とした。これは、ベトナムキン族の系譜に
しばしば認められる「中空構造」を如実に示すものである。
B　修譜時遡ること六七世代、百八十余年が実際に来越後の年月であり、それ以前の第一世、第二
世の記述は、何らかの理由（たとえば、他の明郷の家譜に合わせて）付強したものである。
という二通りの解釈の可能性がある。後者については、付強した理由がわからないだけでなく、修譜当
時比較的近い（口承伝承が残っていたと推定される）時期で有るにも拘わらず、肝心の来越始祖とされ
る家譜記載の第三世についての来越過程やその後の動静一切が記載されていないことが不自然である。
それに対して、前者は、記録上から見る限り、キン族式の中空構造化が作用したとい仮定を認めれば、
無理なく説明できる。10）
　②　口承資料
　現在ノートに書き留めた聞き書きによると、
　中国福建省からベトナムにやって来て 7代目になる。｛大陸から来越については、家譜の始祖の記述に
従って説明。｝内祖父は、朝廷の官吏を勤め、正九品だった。今の工芸は、外祖父からのもので、父、自
分と三代目である。内祖父が、55年前（1951）に Làng Sinhから褒榮、35年前（1971）に、現在地に移
住した。
　形の上ではBの解釈を裏付けるが、家譜の影響も考えられるし、その記述については触れて居らず、
 9） 家譜『陳族家譜』による。
10） 末成（1998:308）参照。なお、同278‒280の例は、本事例ときわめて類似している。
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Aの解釈と接合する余地を残している。
　天后宮とは最近まで会計などの役員を務めていたが、老齢のため引退している。金細工という仕事は
続け、昨年全国大会で表彰された。工芸術家としての趣みを感じさせる雰囲気と共に、家譜を備え、家
庭内でのしつけや一族の教育をも含め、明郷としての家庭の雰囲気が明確に感じられる家族である。
　③　始祖忌祭（2008年陰暦 1月17日）
　2008年陰暦 1月17日におこなわれた始祖の忌祭は、早朝若い子
孫がオートバイで、山道を辿り、その墓参りを済ませ帰ってきて
から、自宅の正室にある祖先祭壇と、隣室に父系親族以外の親戚
の霊を招くための臨時祭壇をしつらえた。祭壇に供え物を並べ終
わると、主礼が、上香、正式の拝礼（立位から跪座、額を地に着
ける平伏礼、身を興し、立つ。同様の動作を 4回繰り返し、最後
に合掌したまま会釈する。）、献酒、進茶、読疏文、拝礼、焼冥具
の手順を、30分位の時間をかけ粛々と進行する。線香に火を付けて渡したり、酒や茶を注いだり、祝文
を読み上げたりして、手伝う者以外は、進行を見守るだけで、拝礼にはかかわらない11）。
　主礼が一連の儀礼を了えてから、他の子孫が、長老、青年、婦人の順で個々に拝礼を行う。ここでは、
ほぼ全員がきちんと拝礼をすませていた12）。供え物を取り下げ、必要な物は、さらに調理の手を加え、宴
席が開かれる。この時、長老である当主が、この日の意味、寄付の酒などについて、スピーチを行い、
一同はひたすら食べて解散する。
　キン族の儒式による忌祭とほとんど同じ手順に従って行われているが、若者に至るまで全員が拝礼を
したり、家譜をもとに祝文を読み上げたり、折り目正しい行動などに明郷としての特徴が表れている。
この事例の明郷研究における意味
　①　この事例は、中国における明清王朝の交替により、16世紀に明の遺臣が大挙して来越、定着した
明郷集団の子孫という、狭義の〈明郷〉の図式から外れ、それ以降来越し、明清村という根拠地を離れ
ていても、天后宮の行事に積極的に参加し、時には役員をも務め、強い明郷意識を有している人々が存
在することを示している。
　②　来越祖との具体的な系譜関係が、家譜の存在にも拘わらず辿れなくなっていて、キン族に認めら
れる中空構造を呈している。
　③　このようなズレの生じた理由としては、上記のA、B二つの可能性が考えられる。いずれの場合
11） 韓国では、参加した男子は子どもも含め全員が、主礼と共にその後ろで拝礼する。また主婦は、二度目の献酒に加
わることもある。
12） ベトナムでは、普通は、長老と遠方からの参加者など一部の者がこの時正式に拝礼し、その他は随時簡単に祭壇に
拝礼するだけのことが多い。これは、人数が多くなれば、本儀礼終了後、受禄のご馳走が出来上がるまで之間に全
員が個別礼拝を行うことは不可能であるという物理的制約による。本事例は、一族の人数が比較的少ないこともあ
るが、全員が拝礼する時間を長めに取って可能にしているように思われる。
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でも、明郷の構造を検証するため、そのプロセスが或る程度逐うことの出来るクリティカルケースとし
てきわめて興味深い。
3 ．おわりに
　地霊キン族の祭祀との対比で、明郷の主要な特徴として、以下の点が明らかになった。
　①　清福との比較で、示された天后宮の地域祭祀センター的な役割は、キン族村ではソム（地霊では
邑）レベルで行われる年頭祈安礼を、引き受けていることにも認められる。
⑴　年頭祈安礼
キン族 明郷（ミンフオン）
地霊村南和邑 地霊村東城邑 明清村
供土礼 聖母廟向かい空き地 × 天后宮　郷会堂
タイクン主宰 タイクン主宰
儒教的+仏教的要素 儒教的+民間信仰的要素
聖母礼 聖母五行廟 聖母五行廟 天后宮正殿
タイクン（読疏文） 専門家呼ばず 住持関与
儒式 儒式 儒式+仏式
城隍神 別廟
（開耕神） 村亭 天后宮先賢堂
⑵　忌祭
キン族 明郷（ミンフオン）
明清村 明清村 （近郊）
家庭 一族祠堂 家庭
専門家呼ばず 僧侶 専門家呼ばず
儒式 仏式 儒式
　②　地域祭祀や忌祭において、儒式本来の特色が基本であるが、僧侶やタイクンに依頼して仏教的要
素が認められる場合も少なくない。
　明郷の天后宮に、本来、排仏教的意識が介在するにもかかわらず、仏教的要素が認められるのは、妻
帯住持が仏教的素養を持ち、またタイクンも程度の差はあれ、中部ベトナムでの強い仏教信仰を背景に
仏教的要素を保持しているためである。
　③祖先との関係において、華人とは対照的にキン化進行の現象が認められる。特に来越始祖からの具
体的な祖先のつながりへの関心が薄れ、自己中心的な近祖を中心とした祭祀へと移行している。つまり、
リニージ的父系祭祀から、父系キンドレッド的父系祭祀への移行は、キン族モデルを共有する方向に向
かっている。しかし、始祖への祭祀も行われるので、中間が脱落する結果、中空構造の形成がキン族と
同様明郷においても認められる。ただし、これは上記家譜と儀礼の分析からの推測に留まり、それを確
証するためには、より多くの家譜などの記録資料および祖先の祭壇、墓祭祀などの観察、現在の人々の
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記憶、意識などを併せ考察する必要がある。
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